
チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

6 1

スペースが十分に必要なプログラムについては，
公園等の外部施設を活用する等して、補っており
ますが、個別支援では、机上課題を運動課題で、
限られたスペースでも十分に出来るよう配慮させ
て頂いています。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 6 1

全ての職員が資格を持ち、非常勤職員でも、
研修等で日々研鑽するよう努めております。
また、今後も的確な、支援へのご説明が出来
るよう日々、具体的・丁寧に行ってまいりま
す。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化さ
れた環境*１になっているか。また、障がい
の特性に応じ、事業所の設備等は、バリア
フリー化や情報伝達等への配慮が適切に
なされているか

6 1

視覚刺激を減らすために壁には掲示物を貼
付しないことや、玩具や教材をカーテンや布
で覆うなどしています。また、スケージュール
ボードを掲示して、どのような内容で進める
のか見通しが持てるように構造化していま
す。情報伝達等の配慮については、より分か
りやすく周知できるように検討していきます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環
境になっているか。また、子ども達の活動に
合わせた空間となっているか

6 1

昨年に引き続き、毎回支援終了後、玄関ドア
を１０分以上開け（防犯上最低10分の時もあ
ります。）、室内では２４時間、換気扇を起動
させております。また、ロッカー・椅子・机・ド
アの手すりなど、支援終了後には徹底して消
毒を行っています。

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、児童発達支援計画*2が作
成されているか

7

ニーズや課題を聞き取り、「太田ステージ」
「エイブルズ＝子どものアセスメント・指導内
容の手引き」等を活用し、作成しています。現
在のお子様のスキルを上記のツールを使用
し客観的に評価することにより、次に習得す
べき課題を検討し目標としています。

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、具体的な支援内容
が設定されているか

6 1

「発達支援」では、主に「生活スキル」「運動・
感覚」「認知」「言語・社会」などの項目を中心
にニーズを選択し、具体的な支援内容を作
成しています。支援内容は、実際に指導員が
支援する方法を具体例を示して記載していま
す。「家族支援」は事業所内相談を行い、「地
域支援」は、保育所、幼稚園等の機関との連
携を行っていることを記載しています。

7
児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ているか

7

8
活動プログラム*3が固定化しないよう工夫
されているか

7

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障がいのない子どもと活動する機会が
あるか

4 1 2
コロナ禍の折、他園との交流は現状、難しい
ですが今後、コロナ禍も落ち着いてきますの
で、是非検討させていただきます。

10
運営規定、利用者負担等について丁寧な説
明がなされたか

7

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」のねらい及び支援内
容と、これに基づき作成された「児童発達支
援計画」を示しながら支援内容の説明がな
されたか

6 1

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニング*4等）が行われているか

4 1 1 1

多くの方が参加できるイベントとしては行って
いないが、事業所内相談（個別面談）の中
で、ペアレント・トレーニングの内容をお伝え
することもしています。内容としては、お子様
の行動を「好ましい行動」「好ましくない行動」
「危険な行動」の3種類に分けるところから始
めます。そのうえで、お子様が3つの行動を
取ったときに、どのように対応したらよいのか
をご説明しています。今年度、研修会にも参
加しますので、折を見てペアレントトレーニン
グを行えるよう検討してまいります。

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの健康や発達の状況、課題につ
いて共通理解ができているか

6 1
時間が限られている中で、出来ている方
だと思います。

貴重なご意見をいただきありがとうございま
す。
お時間が許す範囲で、その日の支援でメイン
となった課題について、「課題のねらい」を簡
潔にフィードバックできるようにいたします。
また、お時間が取れない時は、連絡帳に記
入させていただきます。教室で学んだこと
が、家庭や園で汎化していくことが大事に
思っています。よりよい支援ために、ご要望
やご意見はいつでもお知らせください。また
児発管とのご相談も臨時受付ておりますの
で、是非ご活用下さい。
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14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に
関する助言等の支援が行われているか

7

15
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

6 1
１１月に秋の交流会を行いましたが、今後コ
ロナが落ち着きましたら、回数を増やして、検
討させていただきます。

16

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、
子どもや保護者に周知・説明され、相談や
申入れをした際に迅速かつ適切に対応され
ているか

7
とても親身で丁寧な対応をして下さって
いると思います。

職員間で問題を共有し、迅速かつ適切な対
応ができるよう努めてまいります。今後も保
護者様、お子様が安心してご利用できる体
制を整えてまいります。また児発管からも、
積極的にお声掛けさせて頂き、少しでも、保
護者様、お子様の困り感が軽減されるよう力
を入れて参ります。

17
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

7

18

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信されているか

7

毎月発行の「はっぴい新聞」では、写真と詳
しい説明で支援の様子がわかるように工夫し
てまいります。また、使用する教材などもご
紹介させていただきご家庭での取り組みの
参考になるようにいたします。

19
個人情報の取り扱いに十分注意されている
か

7

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルを策定し、保護者に
周知・説明されているか。また、発生を想定
した訓練が実施されているか。

5 2

現況にあった物を、今後のコロナ対策に
ついてや感染症についてのお知らせ
を、ひまわりのしおりとして、お配りして
いきます。

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

4 3

毎年定期的に、不審者訓練（年１回）、消火
器訓練（年１回）職員で参加し、、避難訓練年
２回、（火災・地震）、お子様と一緒に行って
おります。事前に、お知らせを、お配り致しま
す。

22 子どもは通所を楽しみにしているか 7

23 事業所の支援に満足しているか 7

*1 この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかりやすくすること。

現状に満足せず、職員一同、向上心を持っ
て努めてまいります。また、保護者様、お子
様にご満足いただける支援を心掛けてまいり
ます。

*2 児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを
通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項
などを記載する計画のこと。児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成する。

*3 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日／休日／長期休暇
の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。

*4 保護者が子どもの行動を観察して障がいの特性を理解したり、障がいの特性を踏まえた褒め方等を学ぶこと。子どもが適切な行動を獲
得することを目標としている。

者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度



チェック項目 はい いいえ 工夫している点、課題や改善すべき点など

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切であるか

3 4
パーテーションを購入し、時間や支援内容の調
整が必要です。

2 職員の配置数は適切であるか 5 2
日によっては、ギリギリな時もあるが、人数
が多い日もあります。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化さ
れた環境になっているか。また、障がいの特
性に応じ、事業所の設備等は、バリアフリー
化や情報伝達等への配慮が適切になされ
ているか

5 2

・パーティション等が、スペースを区切って
はいるが、隣の支援の声が気になる事もあ
るので、配置は考えていきたい。
・目につく場所に置いてある時がある為、
物を置くスペース確保が必要です。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環
境になっているか。また、子ども達の活動に
合わせた空間となっているか

6 1
.・より心地よく過ごせるよう、支援の内容に
配慮した空間づくりを職員で会議などを使
用し工夫していきたいと思います。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）に、広く職員が参画して
いるか

5 2

改善を図る時間が必要です。
・個別に振り返りはしているが、全体的な周知と
いかないこともあるので、次年度は極力時間を
作っていきたいです。

6

保護者等向け評価表により、保護者等に対
して事業所の評価を実施するとともに、保護
者等の意向等を把握し、業務改善につなげ
ているか

〇

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評
価表の結果を踏まえ、事業所として自己評
価を行うとともに、その結果による支援の質
の評価及び改善の内容を、事業所の会報
やホームページ等で公開しているか

〇

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を
業務改善につなげているか

〇

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機
会を確保しているか

〇
・毎週、研修の機会は作っているが、全体的（放
デイも含めた）な研修が主であるので、児発に
特化した内容も行いたいと思います。

10
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、
児童発達支援計画を作成しているか

〇
・もっと丁寧に保護者の方のご意向を伺い
作成すべきだとは思う。次年度は、メール
等で確認していきたいと思います。

11
子どもの適応行動の状況を把握するため
に、標準化されたアセスメントツールを使用
しているか

〇
・標準化されたものでは、K式発達検査の
発達を見るもの、田中ビネー、WISC等の知
能検査を使用しています。

児童発達支援内自己評価表
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12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイ
ドラインの「児童発達支援の提供すべき支
援」の「発達支援（本人支援及び移行支
援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援
内容から子どもの支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、具体的な支援内容
が設定されているか

〇

・発達支援では、主に「言語・社会」「認知」
「身近自立」「微細運動」「粗大運動」等の
領域から、子どもに必要な支援を選択し、
行っています。

13
児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ているか

〇
・プログラムを考える時は、支援計画に基
づいた内容で職員全員が計画しています。

14
活動プログラムの立案をチームで行ってい
るか

4 3
・主に担当指導員が、立案しているが、小
集団支援では、他の指導員に説明してい
ています。

15
活動プログラムが固定化しないよう工夫して
いるか

〇
・子ども達が、常に興味を持ち、取り組める
ように必要に応じて工夫しています。

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて児童発達支援計画
を作成しているか

〇

17
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、
その日行われる支援の内容や役割分担に
ついて確認しているか

5 2
確認不足な点もありますが、職員同士で連
携を図っています。

18
支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行い､
気付いた点等を共有しているか

3 4

確認不足な点はありますが、意見があればその
場で話し合っています。
振り返る時間がありません。
・あまり時間はとれないが、個別に、反省点や改
善点を話しています。

19
日々の支援に関して記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげているか

6 1
決まった時間には話し合ってはいないが、
隙間時間を使用してその都度支援改善に
勤めています。

20
定期的にモニタリングを行い、児童発達支
援計画の見直しの必要性を判断しているか

6 1

6か月に１回は必ず、保護者の方への聞き取り
を行い、支援内容、計画の見直しを行い、指導
員へお伝えしています。今後も引き続き連携を
図っていきます。

21
障害児相談支援事業所のサービス担当者
会議にその子どもの状況に精通した最もふ
さわしい者が参画しているか

5 2 会議が行われていません。

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者
や関係機関と連携した支援を行っているか

〇
・利用児の通園する園へ見学に伺う
事。園の先生方と面談を行う事は、ほ
ぼ毎日行っている。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
がいのある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援を行っている
か

－ － 該当なし

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
がいのある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡
体制を整えているか

－ － 該当なし

25

移行支援として、保育所や認定こども園、幼
稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、
支援内容等の情報共有と相互理解を図って
いるか

〇
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26
移行支援として、小学校や特別支援学校
（小学部）との間で、支援内容等の情報共有
と相互理解を図っているか

〇
・利用児の保護者の方から、ご依頼が
あれば、移行支援として、就学支援
シートを作成している。

27

他の児童発達支援センターや児童発達支
援事業所、発達障害者支援センター等の専
門機関と連携し、助言や研修を受けている
か

5 2
・外部のアドバイザーの先生の研修を
行っている。

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障がいのない子どもと活動する機会が
あるか

4 3 外に出掛ける活動の機会を増やしたいです。

29
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子
ども・子育て会議等へ積極的に参加してい
るか

－ － 該当なし

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解を持っているか

〇
・必要であれば、こちらからもお声がけ
させて頂いている。
いつでもお気軽にご相談頂きたい。

31
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対して家族支援プログラム（ペアレン
ト･トレーニング等）の支援を行っているか

5 2
・ペアトレの実施は行っていないが、研修にも参
加予定ではあるので、前向きに実施したく思って
いる。

32
運営規程、利用者負担等について丁寧な説
明を行っているか

〇

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支
援の提供すべき支援」のねらい及び支援内
容と、これに基づき作成された「児童発達支
援計画」を示しながら支援内容の説明を行
い、保護者から児童発達支援計画の同意を
得ているか

〇

34
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に
対する相談に適切に応じ、必要な助言と支
援を行っているか

〇

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会等
を開催する等により、保護者同士の連携を
支援しているか

〇
・昨年、交流会を実施した。保護者の方からご
意見を頂いたので、より交流が深まるような企
画を検討していきたい。

36

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制を整備するとともに、子ども
や保護者に周知し、相談や申入れがあった
場合に迅速かつ適切に対応しているか

〇

37
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者
に対して発信しているか

〇
・ハッピー新聞で支援内容のイメージ
は、持って頂けるようにしている。

38 個人情報の取扱いに十分注意しているか 〇

39
障がいのある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしているか

〇
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40
事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っているか

6 1
１１月に秋の交流会を行いましたが、今後は、コ
ロナ禍も落ち着いてきますので、回数を増やし
ていきたいと思います。

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や保
護者に周知するとともに、発生を想定した訓
練を実施しているか

6 1
・周知出来ているとは言えないので、努
力していきたい。避難訓練は、毎年２回
実施している。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出その他必要な訓練を行っているか

〇

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等
のこどもの状況を確認しているか

6 1
・利用開始前に、病歴等は、伺っている。服薬・
予防接種についても確認していきたい。

44
食物アレルギーのある子どもについて、医
師の指示書に基づく対応がされているか

6 1 ・事業所で食事は、行われていない。

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共
有しているか

〇

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を確
保する等、適切な対応をしているか

〇 毎年１回の研修は行っている。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行
うかについて、組織的に決定し、子どもや保
護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で、児童発達支援計画に記載しているか

6 1
・契約時の説明書には記載があり、お
伝えしている。支援計画にも記載してい
く。

非
常
時
等
の
対
応


